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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
我
々
が
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
で
あ
り
、
未

だ
、
収
束
の
見
通
し
す
ら
立
た
ず
、
現
在
そ
の

真
最
中
と
も
い
え
る
状
況
で
す
。

　

人
類
は
過
去
幾
多
の
感
染
症
を
英
知
と
努
力

で
乗
り
越
え
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
必
ず
や

こ
の
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克
つ
一
年
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
本
年
は
丑
年
で
す
。
牛
は
大
き
く
て

力
持
ち
、
昔
か
ら
人
間
の
傍
に
あ
っ
て
、
大
変

身
近
な
存
在
で
あ
り
、
私
は
か
つ
て
居
宅
で
人

間
家
族
５
名
、
農
舎
の
方
で
牛
親
子
２
頭
ず
つ

合
計
４
頭
を
飼
育
し
、
子
供
な
が
ら
私
の
担
当

は
稲
わ
ら
を
切
り
、
牛
に
餌
を
与
え
る
こ
と
で

し
た
。
親
牛
と
子
牛
が
並
ん
で
食
事
を
し
て
い

る
姿
は
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

体
型
と
温
か
み
と
愛
ら
し
さ
も
あ
り
、
我
々
に

と
っ
て
こ
れ
程
頼
り
に
な
り
、
明
る
さ
と
希
望

を
も
併
せ
持
っ
た
動
物
は
他
に
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
干
支
の
よ
う
に
、
泰
然
自
若
の
中
に
一

歩
一
歩
着
実
に
前
に
進
む
と
い
う
年
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

苅
田
町
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会
改
革
を
押

し
進
め
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
祈
念
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

苅
田
町
議
会
議
長　

坂
本　

東
二
郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

苅田町議会議長

坂本東二郎

丑
年
（
う
し
ど
し
）

エ
ト
セ
ト
ラ

今
年
は
丑
年
で
す
。
12
年
前
の
出
来
事
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
苅
田
町
議
会
全
員
が

願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
は
こ
ん
な
年

で
し
た

・
民
主
党
新
政
権
へ
交
代

・
裁
判
員
制
度
施
行

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
世
界

　

的
な
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
宣
言

・
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
死
去

・
オ
バ
マ
大
統
領
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

・
イ
チ
ロ
ー
と
松
井
が
米
大
リ
ー
グ
で
大
活
躍

【
苅
田
町
で
は
…
】

・
苅
田
町
立
図
書
館
の
貸
し
出
し
冊
数
が
、

　

１
０
０
０
万
冊
を
突
破

・
新
白
川
駐
在
所
落
成
式

・
Ｊ
Ｒ
苅
田
駅
東
口
駅
前
広
場
完
成
式
典

令
和
三
年
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補
正
予
算

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）
は
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
６
万
１
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
総
額
は

条
例
改
正

●
苅
田
町
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例

●
苅
田
町
企
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例

●
苅
田
町
会
計
年
度
職
員

の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
等
の
期
末
手
当
を
０
・

０
５
カ
月
引
き
下
げ
る
。

そ
の
他
の
議
案

●
新
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認

●
町
の
区
域
の
設
定

＊令和２年度補正予算

【一般会計（第９号）】
歳出（増額補正の主なもの）
・救急指定病院コロナウイルス対策補助金
・医療、福祉、児童施設等事業継続支援補助金
・キャッシュレス決済ポイント事業

2,000 万円
5,800 万円
4,850 万円

令
和
２
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
９
号
）

【
歳
入
】

Ｑ
歳
入
を
繰
越
金
で
は

な
く
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
に
し
た
理

議 

案 

質 
疑

▼
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
改
正

▼
会
計
年
度
職
員
の
給

与
、
費
用
弁
償
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
改

正

⇓
全
会
一
致
可
決

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

Ｑ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
期

限
は
。

Ａ
令
和
３
年
１
月
よ
り

１
カ
月
間
。

▼
企
業
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
改
正

Ｑ
引
き
下
げ
な
い
と
こ

ろ
は
あ
る
の
か
。

Ａ
近
隣
の
市
町
村
で
は

な
い
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

Ｑ
事
業
継
続
補
助
金
の

営
業
再
開
費
用
は
何
か
。

Ａ
主
に
消
毒
費
。

Ｑ
救
急
医
療
体
制
維
持
・

確
保
補
助
金
の
制
度
内

容
は
。

Ａ
２
千
万
円
を
上
限
に

支
給
。

委
員
会 

質 

疑

１
８
６
億
２
７
４
２
万
５
千

円
。

総

務

常

任

委

員

会

産
業
建
設

常

任

委

員

会

厚
生
文
教

常

任

委

員

会

令
和
２
年
度
苅
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
慎
重
審
議
　

一
般
会
計
補
正
予
算
等
６
件

11月
臨時会

11月 17日

期間

苅田町

　

戻ってくる
キャンペーン

苅田町では、 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている町内の消費を喚起し、 地域経済の
活性化を図るため、 町内の対象店舗等で、 キャッシュレス決済サービス 「PayPay」 で支払うと、
最大２０％相当の PayPay ボーナスが付与されるキャンペーンを実施します。

PayPay ボーナスがもらえるお店は？
町内の PayPay 加盟店舗等 （店舗は PayPay アプ
リ内の地図や店頭のポスターなどで確認できます）

PayPay ボーナスはいつもらえるの？

ＰａｙＰａｙボーナスは、 支払日の翌日から起算して３０
日後に付与され、 PayPay 加盟店舗での代金の支払
いに使用できます。 （PayPay 残高、 Yahoo! JAPAN
カード、 PayPay あと払いによる支払いが対象です）

※決済 1 回あたりの付与上限は 1,000 円相当。
※期間中の付与合計上限は 10,000 円相当。

PayPay ボーナスの付与率は？

支払額の最大２０％を付与

20 ％
苅田町で PayPay 使って

２０２１年１月１日㊗  ▶  ２０２１年１月３１日㊐

PayPay アプリの使い方

PayPay アプリをダウンロードしてログイン

  ステップ１ アプリをダウンロード

お店で QR コードを見せる。 または、 お店の
QR コードをスキャンして支払う。

  ステップ 3 お店で支払う

銀行口座や Yahoo! JAPAN カード （※） を登録。
セブン銀行 ATM から現金チャージもできます。
※ Yahoo! JAPAN カード以外のクレジットカードは本
キャンペーンの対象外です。

  ステップ 2 残高をチャージ

【問い合わせ】 交通商工課   ☎０９３ ・ ４３４ ・ １１１４

最大

PayPay ウェブサイトをご覧ください。
ご不明点があれば、 下記までお問い合わ
せください。
【問い合わせ先】  ☎ ０１２０ ・ ９９０ ・ ６３４
（２４時間受付 ・ 年中無休）  

まずは PayPay に加盟する必要があります。
詳しくは PayPay ウェブサイトをご覧いただ
くか、 下記までお問い合わせください。
【問い合わせ先】  ☎ ０１２０ ・ ９５７ ・ ６４０
（１０時～１９時 ・ 年中無休、 ※メンテナンス日を除く）

【利用者向け】アプリの登録方法（登録無料） 【事業者向け】加盟店の申込方法（登録無料）

　　　

苅
田
港
新
松
山
埋
立
事
業

の
完
了
に
よ
り
町
の
区
域

に
し
、「
新し
ん
ま
つ
や
ま

松
山
」
に
設

定
す
る
。

由
は
。

Ａ
通
常
な
ら
ば
繰
越
金

を
使
う
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
は
財
政
調
整
金
を
取

り
崩
し
て
予
算
を
編
成

し
て
い
る
。

Ｑ
今
後
も
続
け
る
の
か
。

Ａ
状
況
に
応
じ
て
判
断

し
て
い
く
。
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補
正
予
算

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
10
号
）
は
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
７
３
０
８
万
４
千
円
を

追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総

額
は
１
９
１
億
50
万
６
千

円
。

条
例
制
定

●
議
会
議
員
及
び
苅
田
町

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例

議
員
・
町
長
選
挙
で
自
動

車
の
使
用
、
ビ
ラ
及
び
ポ

ス
タ
ー
の
公
費
負
担
制
度

を
導
入
す
る
た
め
。

条
例
改
正

●
重
度
障
害
者
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例

支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
な

ど
福
岡
県
条
例
の
改
正
に

よ
る
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

●
火
災
予
防
条
例

高
出
力
の
急
速
充
電
設
備

の
普
及
を
目
的
と
し
た
法

律
の
改
正
に
よ
る
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

●
消
防
団
員
の
定
員
、
任

用
、
給
与
、
分
限
、
懲
戒
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

図
る
目
的
で
、
費
用
弁
償

を
増
額
改
定
す
る
た
め
。

そ
の
他
の
議
案

●
町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
長
給
与
条
例
改
正

●
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

議
会
議
員
の
期
末
手
当
を

職
員
と
同
様
に
０
・
０
５

カ
月
分
引
き
下
げ
る
。

追
加
議
案

【
補
正
予
算
（
第
11
号
）】

●
発
熱
患
者
の
診
察
な
ど

を
行
う
町
内
の
医
療
機
関

に
対
す
る
給
付
金

１
８
０
０
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
支
給
対

象
を
高
校
生
ま
で
に
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

等

98
万
円

●
令
和
３
年
１
月
か
ら
３

カ
月
間
の
給
食
費
を
無
償

化
意
見
書

●
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適

用
の
拡
大
を
求
め
る
意
見

書

＊令和２年度補正予算

【一般会計（第10号）】
歳出（増額補正の主なもの）
・自立支援給付費及び補装具等
・後期高齢者医療療養給付費
　負担金
・行橋京都メディカルセンター
　特別会計分担金
・ため池の耐震調査測量・調査委託料
・企業立地促進奨励金
・小中学校の特別教室に空調設備
　工事費等
・小中学校の新型コロナウイルス
　対策備品等

3,093 万円
 1,661 万円

853 万円

800 万円
１億 7,694 万円
１億 7,045 万円

1,250 万円

【国民健康保険（４号）】
・前年度納付金清算等による返金 57 万円

【後期高齢者医療保険（第２号）】
・システム改修費 352 万円

【介護保険特別会計（第２号）】　　
・介護サービスの増加や介護保険
　システムの改修費

7,217 万円

令
和
２
年
度
苅
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
慎
重
審
議
　

一
般
会
計
補
正
予
算
等
11
件
、
意
見
書
１
件

12 月
定例会

12月１日
～

12月18日

学校給食を無償化
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▼
苅
田
町
議
会
議
員
　

及
び
　
苅
田
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
苅
田
町
火
災
予
防
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
苅
田
町
消
防
団
員
の

定
員
、
任
用
、
給
与
、

分
限
、
懲
戒
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

⇓
全
会
一
致
可
決

▼
専
決
処
分
に
つ
い
て

（
苅
田
町
長
、
副
町
長
及

び
教
育
長 

給
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
）

⇓
全
会
一
致
承
認

委
員
会 

質 

疑

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

【
商
工
費
】

Ｑ
需
用
費
の
内
容
は
。

Ａ
２
月
に
総
合
体
育
館

で
合
同
就
職
説
明
会
の

経
費
。

Ｑ
何
社
で
何
人
の
想
定

か
。

Ａ
15
社
で
１
０
０
人
程

度
。

Ｑ
各
種
助
成
制
度
を
変

更
す
る
予
定
は
。

Ａ
社
会
状
況
に
あ
っ
た

も
の
に
改
正
し
た
い
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
目

途
が
た
た
な
い
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

【
民
生
費
】

Ｑ
ポ
ル
ト
の
負
担
金
の

増
加
理
由
は
。

令
和
２
年
度
苅
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

【
商
工
費
】

Ｑ
雇
用
促
進
奨
励
金
の

対
象
に
町
内
居
住
者
は

何
名
い
る
の
か
。

Ａ
２
社
合
わ
せ
て
21
名
。

１
年
以
上
町
内
居
住
の

方
の
み
が
対
象
。

Ｑ
企
業
立
地
促
進
奨
励

金
１
億
７
６
９
４
万

１
千
円
を
支
払
っ
た
企

業
か
ら
の
税
収
は
。

Ａ
２
社
で
約
２
億
３
千
万

円
。

Ｑ
企
業
立
地
促
進
条
例

を
見
直
す
予
定
と
な
っ

て
い
る
が
。

Ａ
条
例
改
正
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
現

在
内
部
で
検
討
中
。

【
教
育
費
】

Ｑ
繰
越
明
許
費
を
計
上

す
る
理
由
は
。

Ａ
国
の
補
正
事
業
の
為
。

議 
案 

質 

疑

総

務

常

任

委

員

会

産
業
建
設

常

任

委

員

会

厚
生
文
教

常

任

委

員

会

Ａ
人
数
の
増
加
に
よ
る
。

▼
令
和
２
年
度
苅
田
町

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

Ｑ
共
同
認
定
審
査
会
負

担
金
の
増
額
補
正
の
理

由
は
。

Ａ
人
件
費
の
増
加
及
び

介
護
報
酬
改
定
等
制
度

改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
に
よ
る
増
額
。

行橋京都メディカルセンター内に、子ども
の発達相談と診察が受けられる「行橋京都
児童発達相談センター “ポルト”」が開設さ
れました。“ポルト” では専門知識を有する
職員がお子さんやそのご家族等の相談を受
け、個別に助言や指導を行います。また、
必要に応じて専門医の診察や専門機関のご
紹介も行います。

【行橋京都児童発達相談センター】
〒82 4 - 0 0 0 2　行橋市東大橋二丁目 9番 1号
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行橋京都メディカルセンター内に、子ども
の発達相談と診察が受けられる「行橋京都
児童発達相談センター “ポルト”」が開設さ
れました。“ポルト” では専門知識を有する
職員がお子さんやそのご家族等の相談を受
け、個別に助言や指導を行います。また、
必要に応じて専門医の診察や専門機関のご
紹介も行います。

【行橋京都児童発達相談センター】
〒82 4 - 0 0 0 2　行橋市東大橋二丁目 9番 1号

（行橋京都メディカルセンター 1F）
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行橋京都児童発達相談センター “ポルト” とは、行橋京都メ
ディカルセンター内に開設された、子どもの発達相談と診察
が受けられる施設です。“ポルト” では、専門的知識を有す
る職員がお子さんやその家族等の相談を受け、個別に助言や
指導を行います。また、必要に応じて専門医の診察や専門機
関のご紹介も行います。

【対象者】行橋市・苅田町・みやこ町のいずれかの住所を有する児
童（0 ～ 18 歳未満）とそのご家族等

【利用方法】相談・診察ともに予約制です。事前にご連絡ください。
【利用料】相談・診察ともに無料です。
【診察】毎月第１金曜日　  9:00 ～ 12:00
　　　　毎月第３金曜日　13:00 ～ 16:00
＊与薬や医療行為はできませんので、ご了承ください。
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議 案 番 号 議　　　案　　　題　　　名

末
石
　
伸
二

花
見
　
文
敏

村
上
　
智
宣

屏
　
　
正
隆

岩
谷
　
潔

尾
形
　
均

白
石
　
学

友
田
敬
而

桝
谷
忠
明

小
山
信
美

井
上
　
修

武
内
幸
次
郎

梶
原
弘
子

松
䕃
日
出
美

沖
永
義
樹

坂
本
議
長

結
　
果

議案第101号 令和２年度苅田町一般会計補正予算（第 10号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第102号 令和２年度苅田町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第103号 令和２年度苅田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第104号 令和２年度苅田町介護保険特別会計補正予算（第２号）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第105号 苅田町議会議員及び苅田町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第106号 苅田町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第107号 苅田町火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第108号 苅田町消防団員の定員 , 任用 , 給与 , 分限 , 懲戒 , 服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第109号 専決処分について（苅田町長 , 副町長及び教育長給与条例の一部を改正する条例の制定について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

議案第110号
専決処分について
（苅田町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

議案第111号 令和２年度苅田町一般会計補正予算（第 11号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

意見書第5号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

○－賛成、×－反対　※議長は採決に加わらない。但し賛成、反対が同数の場合は議長判断による。
※可決された意見書は、関係機関に送付しました。
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議案第95号 令和２年度苅田町一般会計補正予算（第９号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第96号 苅田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 - 可決

議案第97号 苅田町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 - 可決

議案第98号 苅田町会計年度職員の給与 ,費用弁償及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 - 可決

議案第99号 新たに生じた土地の確認について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第100号 町の区域の設定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

令和２年 第６回 苅田町議会定例会議決結果一覧表

令和２年 第５回 苅田町議会臨時会議決結果一覧表
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議会運営委員会  （議会基本条例の検証について）
議会広報特別委員会（議会報 146 号企画・編集） 
議会広報特別委員会（議会報 146 号企画・編集）
産業建設常任委員会（本町の上下水道の現状について）
厚生文教常任委員会（本町の教育 ICT の現状について、GIGA スクール構想の進行状況について）

6 日
7 日

12 日
19 日
26 日

産業建設常任委員会行政視察（石川県かほく市）
議会運営委員会  （12 月議会定例会について、議会基本条例の検証について）
厚生文教常任委員会行政視察（東京都町田市） 
町村議会広報研修会「議会の見える化住民との信頼築く」
全員協議会（第５回臨時会提出予定議案について）
議会運営委員会（第５回臨時会について）・臨時会・付託委員会
総務常任委員会行政視察（三重県桑名市・愛知県蒲郡市）
全員協議会（12 月定例会提出予定議案について）
議員研修（議員 ICT 研修）
議会運営委員会（12 月定例会について） 

5 ～ 6 日
9 日

12 ～ 13 日
16 日
17 日

18 ～ 19 日
24 日

27 日

11 月

10 月

議会開会・議会広報特別委員会（議
会報 147 号企画・編集）
議案質疑
一般質問
一般質問・全員協議会（12 月定例会
追加議案について）・議会運営委員会

（12 月定例会追加議案について） 

1 日

3 日
9 日

11 日

12 月

議 会 の ご きう

議 会 示 板掲
議会中継アクセス件数

12 月末時点アクセス件数

ラ イ ブ 中 継 1,253件

録 画 中 継 2,149件

（令和２年４月からの累計）

インターネット中継実施中！

ココをクリック！

パソコンの場合 スマホ・タブレットの場合

QR コードを
読み込む

一般質問のページに、質問時の録画映像を視聴で
きるQRコードを、質問議員ごとに掲載しています。

注意事項　・録画中継は、ライブ中継終了後 4 日程度（土・日・休日その他の閉庁日を除く）でご覧になれます。
　　　　　・映像をご覧になるには、Flash Player プラグイン のインストールが必要な場合があります。
　　　　　・映像配信を多数の方が同時にご覧になった際に、映像が正しく表示されない場合があります。

追加議案上程、追加議案質疑・一般質問
付託委員会
議会閉会
議会広報特別委員会（議会報 147 号企画・編集） 
産業建設常任委員会（行革甲子園について、今
後の汚水処理方針について）
議会運営委員会  （議会基本条例の検証について）

14 日
16 日
18 日

21 日

23 日

３月定例会の予定
＊会期は 2月24 日（水）から 3月24 日（水）まで
＊一般質問は 3 月 4 日（木）5 日（金）8 日（月）9 日（火）
＊開会時間　午前 10 時～午後５時
＊傍聴受付   庁舎６階にて

＊問合せ先   議会事務局　☎０９３・４３４・１９８１
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産業建設常任委員会視察研修▷▷▷ 石川県かほく市（11 月 5 日）

心であり状況が異なる面があるが、維持管理
や施設の運営など参考になるところもたくさ
んあり、今後も調査研究を重ねていきたい。

　かほく市は、水道、下水道、農業集落排水
いずれも普及率が 99％で維持管理や更新事
業が中心となっている。民間委託に至った背
景・経緯は合併による人員削減、財政悪化に
よる業務の効率化、単独だと事業規模が小さ
い等であり、平成 22 年より民間委託を行い、
徐々に委託範囲を拡大し現在では施設の運転
管理や料金業務まで含み３事業を一括して委
託している。実績、効果は平成 29 年度まで、
7500 万の費用効果があり、安定した良質な
管理運営が出来ている。
　本町では、下水道においては建設事業が中

上下水道施設の
包括的民間委託

総務常任委員会視察研修　▷▷▷

　桑名市では、平成 27 年度から、「全員参加
型の市制」を掲げて民間と連携を推進してい
る。
　民間事業者等から地域に適合した様々な提
案により、経費削減・工期の短縮・施設利用
者の増等、成果を上げている。
　本町においては、現在、公共施設の更新等
が課題になっている。民間のノウハウを活用
し、町にあった取り組みを実施する「公民連
携」を進めることの重要性は大変参考になっ
た。

　蒲郡市では、危険な空家対策と空家の利活
用を 2つの担当課に分けて取り組みを実施し
ていた。
　危険空き家については、「空家等適正管理
条例」により家主へ適正管理を促し、利活用
については、「空き家バンク」を開設し空き
家の利活用に取り組んでいる。登録物件の契
約相手居住地は市内よりも市外が多く移住化
対策に繋がっていた。
　今回研修で学んだことを活かして、移住定
住化促進の面から空家について調査研修を重
ねていきた
い。

公民連携ワンストップ事業
「コラボ・ラボ桑名」（桑名市）

研修
内容 空家対策（蒲郡市）

研修
内容

三重県桑名市（11 月 18 日）
愛知県蒲郡市（11 月 19 日）
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厚生文教常任委員会視察研修▷▷▷ 東京都町田市（11 月 12 日）

　今後は、デジタル教科書、ドリルソフトな
どすべてをクラウドサービスで利用する方針
である。ＩＣＴ教育においてはＩＣＴ支援員
の働き方や、授業を効率化することが大切と
いう事であった。
　本町もＧＩＧＡスクール構想をうけて、教
育のＩＣＴ化をすすめていく上で、町田市の
先行事例は
非常に参考
になった。

　町田市は「教育の情報化推進事業」の中で、
校務支援システムの導入、教員に対するタブ
レットの配備、大型提示装置の配備等をすす
めてきたが現在はＧＩＧＡスクール構想へシ
フトしている。
　タブレットを導入したことで、授業が主体
的に変化し、意見を言えなかった子どもが言
えるようになったり、一方的なものから積極
的にいろんな意見を知りたいという意識の変
化が出た。

学校教育ＩＣＴの調査・研究

苅田町議会広報研修　▷▷▷　 自治会館　（11 月 16 日）

　研修内容は「議会の見える化　住民との信
頼築く」で、議会報クリニックを中心に、そ
れぞれの良い点、悪い点を示しながら読者が
見る（視覚）、読む（記事）を念頭にした編
集を学んだ。
　今後は、「多忙な読者を、読む気にさせる」
広報誌作りに頑張りたいと思う。

　11 月 16 日に 6郡（三井、三潴、八女、田川、
京都、築城）、11 月 18 日に 5郡（糟屋、遠賀、
鞍手、嘉穂、朝倉）と 2日間に分かれて行わ
れた。

議会の見える化住民との信頼築く
研修
内容

議員研修会　▷▷▷　 三原文化会館（11 月 24 日）

に感じられた。
　導入されれば、ペーパーレス化が進むと同
時に議員自身が過去のデータを保存できるメ
リットが考えられる。本町においても、議会
のＩＣＴ化を
検討中であり、
議会ＩＣＴ化
へ向けて大変
有意義なもの
となった。

　コロナ禍の為、東京インタープレイ株式会
社より、営業部の高橋潤氏を講師に招き、東
京と苅田町をつなぎ、リモートによる「議会
タブレット研修」を行った。
　講師の方とタブレットを実際使い、操作を
行った。今まで、導入するのに不安があった
方も今回の研修により不安がなくなったよう

議員ＩＣＴ研修
研修
内容

研修
内容

松 日出美議員の一般質問については、原稿掲載を辞退する申し出がありました。
一般質問について掲載している内容は、会議録に基づき質問者自身が要約し広報委員会が校正したものです。
なお、一般質問の録画映像は苅田町議会ホームページでご覧いただけます。

一般質問
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一
般
質
問

屏 　 正 隆（高志会）

Ｑ
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金

事
業
の
導
入
は

Ａ
早
い
時
期
に

補
助
制
度
を
策
定
し
た
い

安
心
・
安
全

Ｑ
本
町
に
設
置
し
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
台
数
は
。

Ａ
町
内
に
５
基
と
苅
田

駅
に
18
基
。

Ｑ
平
成
30
年
に
５
基
設

置
し
た
後
、
不
審
者
情

報
に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

Ａ
平
成
30
年
３
２
５
件
、

令
和
元
年
２
４
４
件
で

マ
イ
ナ
ス
81
件
。

Ｑ
通
学
路
を
中
心
に
、

増
設
す
る
べ
き
だ
が
。

Ａ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
維

持
管
理
の
問
題
は
あ
る

が
、
犯
罪
発
生
率
は
減
っ

て
い
る
の
で
検
討
中
。

Ｑ
公
用
車
は
何
台
で
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

が
つ
い
て
い
る
台
数
は
。

Ａ
現
在
88
台
中
25
台
に

設
置
。
令
和
３
年
度
に

10
台
追
加
設
置
予
定
。

Ｑ
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と

し
て
、
全
て
の
公
用
車

に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
す
る
べ
き

だ
が
。

Ａ
い
ず
れ
は
全
て
の
公

用
車
に
と
考
え
て
い
る
。

段
階
的
に
行
う
予
定
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用

Ｑ 

現
在
の
活
用
の
現
状

は
。

Ａ
本
町
か
ら
の
情
報
発

信
で
使
っ
て
い
る
。

Ｑ
一
斉
送
信
だ
け
で
は

な
く
被
災
地
で
も
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
活
躍
し
て
い
る

よ
う
に
、
送
受
信
で
き

る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ

が
。

Ａ
今
後
、
体
制
等
整
い

次
第
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

て
導
入
し
た
い
。

学
校
教
育

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
伴
い
小
中
学
生

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
と
い
う
機
会

を
、
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
の
か
。

Ａ
子
ど
も
が
主
体
と
な

る
よ
う
な
授
業
改
善
が

行
わ
れ
、
学
力
の
向
上

に
資
す
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
家
庭
で
の
学

習
や
非
常
時
の
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
に
も
活
用
し

た
い
。

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
係
と
か
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
職
員
を
配

置
す
る
べ
き
だ
が
。

Ａ
係
を
増
設
し
て
、
技

術
的
な
ス
キ
ル
を
有
し

た
職
員
を
配
置
す
る
よ

う
進
め
て
い
る
。

人
材
育
成

Ｑ
子
ど
も
が
考
え
る
本

町
の
未
来
を
、
こ
の
議

場
で
発
表
す
る
子
供
議

会
の
開
催
を
望
む
。

Ａ
ど
ん
な
形
で
開
催
で

き
る
の
か
を
検
討
す
る
。

Ｑ
租
税
教
室
は
、
子
ど

も
に
税
金
の
意
義
や
役

割
を
教
え
る
絶
好
の
機

会
。
更
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
む
べ
き
だ
が
。

Ａ
強
力
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
職
員
の
出
向
人
数
、

出
向
先
は
。

Ａ
１
名
で
福
岡
県
市
町

村
職
員
研
修
所
。

Ｑ
若
い
う
ち
に

出
向
に
出
す
べ

き
だ
が
。

Ａ
有
効
な
人
材

育
成
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
可

能
な
限
り
出
し

た
い
。

Ｑ
公
務
員
の
人

事
評
価
は
減
点

方
式
と
聞
く
が
、

失
敗
成
功
関
係
な
く
町

や
町
民
が
良
く
な
る
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

職
員
に
は
評
価
す
べ
き

だ
。

Ａ
減
点
主
義
で
は
な
く
、

適
切
に
人
事
評
価
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。

租税教室
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一
般
質
問

小 山 信 美（公明党）

Ｑ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

ど
う
支
え
る

Ａ
調
査
、監
察
で

情
報
収
集
に
努
め
る

Ｑ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
に
つ
い
て
は
。

Ａ
学
校
よ
り
直
接
、
児

童
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
。

Ｑ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
は
、
把

握
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ
昨
年
度
の
各
学
校
調

査
で
は
、
該
当
者
な
し
。

Ｑ
家
族
介
護
者
支
援
施

策
の
目
指
す
べ
き
方
向

性
は
。

Ａ
地
域
全
体
で
支
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
充
実
を
目
指
す
。

Ｑ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を

把
握
す
る
調
査
の
必
要

に
つ
い
て
は
。

Ａ
令
和
２
年
３
月
に
実

態
調
査
済
み
。
詳
し
く

分
析
し
生
か
し
て
い
く
。

Ｑ
ケ
ア
ラ
ー
手
帳
の
取

り
組
み
は
。

Ａ
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の

改
定
時
に
は
、
ケ
ア
ラ
ー

自
身
の
チ
エ
ッ
ク
項
目

を
入
れ
た
い
。

遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
今
回
２
台
購
入
す
る

が
、
目
的
は
。

Ａ
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

通
訳
者
の
罹
患
軽
減
の

た
め
。

Ｑ
時
期
と
周
知
は
。

Ａ
来
年
度
よ
り
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、

関
係
団
体
に
周
知
す
る
。

Ｑ
電
話
利
用
の
円
滑
化

に
関
す
る
法
律
が
成
立
、

本
町
の
対
応
は
。

Ａ
全
国
的
な
取
り
組
み
。

国
か
ら
の
通
達
を
待
ち

対
応
す
る
。

Ｑ
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
具
体
的
な
も
の
は
ま

だ
な
い
。
注
視
す
る
。

Ｑ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
研
修

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
。

Ａ
国
が
行
う
と
認
識
し

て
い
る
。

Ｑ
ネ
ッ
ト
１
１
９
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
は
。

Ａ
12
月
よ
り
運
用
開
始

し
た
。
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
は
今
後
検
討
す
る
。

Ｑ
埼
玉
県
飯
能
市
の
よ

う
な
、
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
や
遠
隔
手
話
サ
ー

ビ
ス
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
公
共
施
設
や
医
療
機

関
で
使
用
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
た
い
。

行
政
手
続
の
押
印
廃
止

Ｑ
行
政
文
書
の
廃
止
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

Ａ
福
岡
県
が
先
行
し
て

い
る
。
近
隣
自
治
体
を

参
考
に
検
討
す
る
。

Ｑ
廃
止
対
象
リ
ス
ト
の

洗
い
出
し
に
つ
い
て
は
。

Ａ
条
例
規
則
が
１
６
８

本
、
４
７
３
枚
の
様
式
。

今
後
は
、
検
討
中
。

Ｑ
福
岡
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
。

Ａ
速
や
か
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
に
は
適
切
だ
。

Ｑ
押
印
の
特
例
に
関
す

る
規
則
を
つ
く
る
等
を

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
検
討
中
だ
が
、
効
的

率
な
や
り
方
と
思
う
。遠隔手話タブレット
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一
般
質
問

桝 谷 忠 明（無会派）

Ｑ
災
害
対
策 

た
め
池
及
び

道
路
冠
水
に
つ
い
て

Ａ
国
、県
と
連
携
し
、た
め
池

防
災
工
事
を
計
画
的
に
し
て
い
く

Ｑ
予
期
せ
ぬ
災
害
に
対

し
て
最
小
限
行
う
安
全

に
対
し
そ
の
備
え
は
。

Ａ
ハ
ー
ド
の
整
備
に
は

時
間
と
費
用
が
か
か
る

の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
を
利
用
し
早
目
の

避
難
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
丸
山
池
で
は
下
の
水

抜
き
場
所
が
壊
れ
下
流

住
民
に
対
し
避
難
指
示

が
出
さ
れ
た
が
。

Ａ
決
壊
し
た
場
合
に
は

人
や
施
設
に
大
き
な
被

害
を
与
え
る
。

Ｑ
た
め
池
の
数
は
。

Ａ
防
災
重
点
た
め
池
は

38
カ
所
有
る
。

Ｑ
深
田
大
池
は
下
に
深

田
団
地
が
有
る
。
耐
震

調
査
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
平
成
31
年
に
耐
震
調

査
を
終
え
て
い
る
。

Ｑ
た
め
池
は
、
農
業
用

水
が
メ
イ
ン
、
区
画
整

理
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
所
は
受
益
者
が
減
っ

て
い
る
と
思
う
が
。

Ａ
受
益
者
が
減
っ
て
い

る
た
め
池
は
存
在
す
る
。

Ｑ
今
迄
は
土
手
の
上
ま

で
水
位
が
必
要
だ
っ
た

と
思
う
が
受
益
者
が
減

れ
ば
水
を
貯
め
る
量
を

逆
算
で
減
ら
し
、
土
手

の
圧
を
減
ら
せ
な
い
か
。

Ａ
受
益
者
が
減
っ
て
い

る
た
め
池
は
、
町
の
方

で
低
水
位
で
の
管
理
を

お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ
改
修
す
る
場
合
の
国

や
県
の
補
助
率
、
地
元

負
担
の
割
合
は
。

Ａ
た
め
池
の
耐
震
改
修

の
補
助
要
項
は
確
定
し

て
い
な
い
が
、
基
本
的

に
防
災
工
事
、
台
風
、

地
震
に
対
す
る
工
事
は

地
元
負
担
が
な
い
と
聞

い
て
い
る
。

Ｑ
臨
海
工
業
線
や
住
宅

地
の
浸
水
被
害
に
対
す

る
対
策
は
。

Ａ
雨
が
降
る
前
に
土
砂

の
た
ま
っ
て
い
る
所
は
、

側
溝
の
清
掃
、
河
川
11

カ
所
程
度
の
除
草
、
浚

渫
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
高
潮
対
策
の
ポ
ン
プ

場
は
、
住
宅
環
境
が
変

化
し
て
い
る
が
、
ポ
ン

プ
の
能
力
は
。

Ａ
県
と
協
議
を
し
て
今

迄
１
台
が
自
動
運
転

だ
っ
た
が
２
台
目
も
自

動
運
転
に
し
た
。

職
員
研
修

Ｑ
新
人
職
員
の
研
修
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
。

Ａ
大
野
城
市
に
あ
る
県

市
町
村
職
員
研
修
所
と

本
町
で
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
電
話
対
応
な
ど
の
基

本
的
な
事
で
苦
情
を
受

け
る
事
が
有
る
が
。

Ａ
今
後
も
継
続
的
に
効

果
的
な
職
員
研
修
の
在

り
方
を
研
究
し
住
民
の

信
頼
に
答
え
る
様
努
力

す
る
。

丸山池

ポンプ場
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一
般
質
問

末 石 伸 二（飛翔の会）

Ｑ
「
１
人
１
台
」
学
習
端
末

の
準
備
状
況
は

Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
め
、

３
月
末
と
な
っ
て
い
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

Ｑ
端
末
の
種
類
は
。

Ａ
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
型
（
ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
）
で
テ

ン
キ
ー
と
タ
ッ
チ
ペ
ン

を
整
備
し
て
い
る
。

Ｑ
運
営
方
法
は
。

Ａ
小
学
１
年
生
か
ら
、

中
学
３
年
生
ま
で
の
９

年
間
を
生
徒
の
持
ち
物

と
し
て
登
録
し
、
最
後

は
返
却
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
充
電
や
電
源
な
ど
の

管
理
は
。

Ａ
40
台
程
の
端
末
を
同

時
に
保
管
、
充
電
が
出

来
る
電
源
保
管
庫
で
管

理
を
行
う
。

Ｑ
先
生
方
の
習
熟
は
。

Ａ
４
月
以
降
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
に
よ
る
使
用
法

の
研
修
を
各
学
校
で
行

う
。

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配

置
は
。

Ａ
民
間
よ
り
、
技
術
力
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
支

援
員
を
４
校
に
１
人
の

割
合
で
配
置
を
予
定
し

て
い
る
。

Ｑ
端
末
は
自
宅
に
持
ち

帰
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
原
則
と
し
て
学
校
で

の
使
用
と
す
る
が
、
不

測
の
事
態
の
対
応
と
し

て
、
貸
し
出
し
、
持
ち

帰
り
可
能
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー

（
ポ
ケ
ッ
トW

i-Fi

）
の

準
備
状
況
は
。

Ａ
80
台
は
準
備
出
来
て

い
る
。

Ｑ
不
足
す
る
場
合
の
対

応
は
。

Ａ
学
校
の
中
で
密
に
な

ら
な
い
状
況
を
つ
く
り
、

進
め
て
い
く
方
法
も
考

え
て
い
る
。

Ｑ
白
川
小
学
校
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
内
容

は
。

Ａ
福
岡
県
情
報
活
用
能

力
向
上
事
業
協
力
校
に

指
定
さ
れ
、
指
導
モ
デ

ル
や
実
践
、
モ
デ
ル
と

な
る
教
材
の
活
用
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
電
子
証
明
書
機
能
が

搭
載
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
有
効
期
限
が
10
年
、

電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
は
５
年
と
定
期
的
な

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

Ｑ
本
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
率
は
。

Ａ
10
月
末
で
、
25
％
を

超
え
、
４
人
に
１
人
の

方
が
申
請
を
し
て
い
る
。

Ｑ
政
府
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
方
へ
、
申
請
書

を
改
め
て
送
付
す
る
と

発
表
し
て
い
る
が
。

Ａ
本
町
に
お
い
て
は
１

月
下
旬
か
ら
３
月
ま
で

に
順
次
送
付
さ
れ
る
。

Ｑ
行
橋
市
で
は
保
有
者
、

取
得
者
に
５
千
円
の
商

品
券
を
配
布
す
る
が
、

本
町
の
考
え
は
。

Ａ
現
在
は
考
え
て
い
な

い
。

業
務
市
街
地
の
取
り
組

みＱ
県
道
25
号
線
沿
い
の

開
発
状
況
は
。

Ａ
土
地
利
用
を
促
進
さ

せ
る
為
に
、
エ
ル
苅
田

か
ら
の
計
画
道
路
整
備

を
来
年
度
か
ら
着
手
し
、

令
和
７
年
度
末
に
完
成

予
定
と
し
て
い
る
。

児童生徒用端末（クロームブック）
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一
般
質
問

白 石 　 学（公明党）

Ｑ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の

組
織
は

Ａ
検
討
し
た
い

Ｑ
第
五
次
総
合
計
画
の

中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
施

策
の
紐
付
け
は
。

Ａ
第
五
次
計
画
を
策
定

中
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紐
付
け

を
し
て
説
明
す
る
。

Ｑ
火
力
発
電
が
76
％
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
約
18
％
。
化
石
燃
料

の
縮
小
の
考
え
は
。

Ａ
化
石
燃
料
を
減
ら
せ

ば
、
地
球
温
暖
化
に
効

果
あ
り
と
認
識
。

Ｑ
清
掃
事
務
所
、
し
尿

処
理
場
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
電
気
の
使

用
量
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
が
突
出
し
て
い

る
。
改
善
の
計
画
は
。

Ａ
施
設
の
性
質
上
、
改

善
は
厳
し
い
。
し
か
し
、

投
入
薬
品
を
変
え
、
昨

年
１
か
月
当
り
１
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
電
気
使
用
量

を
削
減
し
た
。

Ｑ
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
２
０
１
３
年
度

比
で
、
23
年
度
31
％
、

30
年
度
40
％
削
減
と
あ

る
。
算
出
根
拠
は
。

Ａ
13
年
度
か
ら
17
年
度

の
５
年
間
で
30
％
削
減

し
た
。
エ
ア
コ
ン
の
設

置
が
各
学
校
に
あ
り
、

23
年
度
は
31
％
、
30
年

度
は
機
器
の
更
新
等
で

40
％
の
目
標
に
し
た
。

Ｑ
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
と
表
明
し
た

自
治
体
が
１
７
７
あ
る
。

本
町
も
ゼ
ロ
表
明
を
し

た
ら
ど
う
か
。

Ａ
望
ま
し
い
が
、
で
き

る
か
精
査
し
た
い
。

Ｑ
連
携
都
市
圏
で
共
同

表
明
し
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
北
九
州
連
携
中
央

都
市
圏
の
会
合
で
提
案

し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
機
会
が
あ
れ
ば
提
言
、

発
言
を
し
た
い
。

避
難
所
運
営

Ｑ
９
月
の
台
風
10
号
で

は
、
多
く
の
避
難
者
が

あ
っ
た
。
今
後
の
課
題

は
。

Ａ
職
員
の
対
応
、
追
加

避
難
所
開
設
の
周
知
方

法
、
備
蓄
品
の
不
足
等

の
不
備
が
あ
っ
た
。
備

品
の
数
量
を
増
や
す
等

改
善
す
る
。

Ｑ
台
風
10
号
で
の
避
難

者
３
２
３
人
。
そ
の
う

ち
障
が
い
の
あ
る
方
は

何
人
い
た
か
。

Ａ
障
が
い
者
が
５
名
、

要
配
慮
者
が
５
名
。

Ｑ
車
い
す
で
避
難
さ
れ

た
人
に
は
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
は
硬
す
ぎ
る
が
。

Ａ
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
を
購

入
し
貸
し
出
す
。

Ｑ
名
古
屋
市
は
障
が
い

者
を
７
つ
に
分
け
て
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
て
い
る
。
本
町
は
。

Ａ
現
在
は
作
成
し
て
い

な
い
。
研
究
す
る
。

Ｑ
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
」

を
障
が
い
の
あ
る
方
は

持
つ
こ
と
を
進
め
て
い

る
。
ど
う
か
。

Ａ
早
急
に
作
成
し
、
広

め
て
い
く
。

令和元年に行われた避難所運営訓練
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一
般
質
問

尾 形 　 均（無会派）

Ｑ
町
の
財
政
は
健
全
で

あ
る
か

Ａ
め
り
張
り
を
つ
け
た

財
政
運
営
を
し
て
い
る

Ｑ
約
１
年
間
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
る
。
行
政
事
務
執

行
の
中
で
こ
の
影
響
は
。

Ａ
イ
ベ
ン
ト
中
止
。
企

業
業
績
悪
化
、
町
民
所

得
減
少
等
に
よ
り
追
加

対
策
を
打
た
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
学
校
教
育
へ
の
影
響

は
。

Ａ
学
校
が
長
期
休
業
に

な
っ
た
が
、
行
事
の
見

直
し
、
夏
期
休
業
の
短

縮
等
で
年
度
中
に
は
授

業
日
数
は
確
保
で
き
る

見
通
し
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
次
年

度
授
業
時
間
数
は
。

Ａ
今
年
度
の
よ
う
な
長

期
休
業
は
な
い
模
様
。

Ｑ
企
業
誘
致
、
新
規
雇

用
数
は
。

Ａ
コ
ロ
ナ
で
一
旦
止

ま
っ
て
い
る
。
新
規
雇

用
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で

き
る
の
は
ゼ
ロ
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な

影
響
で
効
果
的
・
効
率

的
な
行
財
政
運
営
は
今
、

で
き
て
い
る
か
。

Ａ
税
金
の
投
入
に
は
限

度
が
あ
る
。
現
時
点
で

は
コ
ロ
ナ
対
策
で
基
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
が

全
体
的
に
は
め
り
張
り

の
利
い
た
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ
将
来
負
担
比
率
が
非

常
に
高
い
か
。

Ａ
特
性
と
し
て
企
業
誘

致
に
よ
る
大
型
事
業
展

開
中
。
従
っ
て
起
債
残

が
多
い
。
今
後
の
起
債

は
十
分
吟
味
す
る
必
要

が
あ
る
。

Ｑ
今
年
度
一
般
会
計
総

額
は
。

Ａ
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
勘

案
し
て
１
９
０
億
円
く

ら
い
と
思
わ
れ
る
。

公
共
施
設
整
備
計
画

Ｑ
本
町
で
は
多
く
の
公

共
施
設
が
老
朽
化
し
て

い
る
。
こ
の
対
応
は
。

Ａ
学
校
施
設
、
本
庁
舎

等
。
数
あ
る
施
設
の
更

新
の
優
先
順
位
を
つ
け

て
い
る
。

Ｑ
特
に
本
庁
舎
は
耐
震

工
事
も
し
て
い
な
い
。

地
震
を
考
え
る
と
犠
牲

者
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま

た
対
策
本
部
に
な
る
。

最
初
に
手
掛
け
る
べ
き
。

Ａ
短
期
的
に
取
り
組
む

べ
き
施
設
と
し
て
10
年

の
間
に
着
手
。
庁
舎
機

能
、
資
金
問
題
も
あ
る
。

Ｑ
地
震
が
一
番
怖
い
。

犠
牲
者
を
考
え
る
と
一

番
に
取
り
組
む
べ
き
。

Ａ
本
庁
舎
に
つ
い
て
は

複
合
化
が
前
提
条
件
。

来
年
度
か
ら
検
討
を
始

め
る
。

Ｑ
急
い
で
取
り
組
め
な

い
か
。

Ａ
検
討
を
始
め
で
き
る

だ
け
努
力
す
る
。

提 

言
財
政
と
は
「
入
る

を
計
り
て
出
ず
る
を
制

す
る
」
と
い
う
こ
と
。

歳
出
を
抑
え
る
こ
と
は

当
然
だ
が
、
新
た
な
歳

入
確
保
も
検
討
す
る
べ

き
だ
。

臨海工業地帯
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一
般
質
問

梶 原 弘 子（無会派）

Ｑ
義
務
教
育
の

充
実
を

Ａ
制
度
の
充
実
に

努
め
て
い
る

Ｑ
日
本
国
憲
法
26
条
に

「
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を

無
償
と
す
る
」
と
あ
る

が
、
就
学
援
助
受
給
者

の
人
数
は
。

Ａ
小
学
生
３
５
２
人
、

中
学
生
１
６
１
人
、
16
・

８
％
の
児
童
、
生
徒
が

受
け
て
い
る
。

Ｑ
小
、
中
学
校
の
長
期

欠
席
者
の
人
数
は
。

Ａ
11
月
末
現
在
で
は
小

学
校
、
中
学
校
合
わ
せ

て
82
名
。

Ｑ
一
人
一
人
の
欠
席
理

由
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。

Ａ
毎
月
学
校
に
照
会
し

て
い
る
。
各
々
の
理
由

は
把
握
し
て
い
る
。

Ｑ
学
校
に
持
っ
て
い
く

支
払
金
が
無
く
、
欠
席

す
る
理
由
が
多
い
と
聞

く
、
よ
く
生
徒
を
観
察

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
学
校
の
経
費
は
町
が

み
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

Ｑ
し
か
し
、
入
学
時
に

必
要
な
学
用
品
等
や

色
々
な
物
は
保
護
者
が

負
担
し
て
い
る
。

Ａ
教
材
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
、
給
食
費
は
全
て
家

庭
か
ら
の
持
ち
出
し
で

各
家
庭
に
お
金
が
か

か
っ
て
い
る
事
は
承
知

し
て
い
る
。

Ｑ
夏
休
み
後
の
子
ど
も

達
は
痩
せ
て
い
る
と
い

わ
れ
、
給
食
の
果
た
す

役
割
り
は
大
き
い
。
不

登
校
の
子
ど
も
の
状
態

な
ど
、
よ
く
調
査
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
担
任
が
支
援
や
検
査

が
必
要
と
捉
え
る
と
、

学
校
の
チ
ー
ム
で
会
議

を
も
ち
専
門
機
関
と
連

携
す
る
。

Ｑ
義
務
教
育
は
無
償
に

す
る
と
予
算
額
は
い
く

ら
か
。

Ａ
年
間
の
教
材
費
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
、
給
食
費
全

学
年
を
通
じ
て
共
通
す

る
支
払
金
等
、
小
学
校
、

中
学
校
で
約
１
億
５
千
万

円
程
度
か
か
る
。

Ｑ
無
償
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
こ
の
制
度
を
以
前

長
崎
県
の
香こ
う
や
ぎ焼
町
が

行
っ
て
い
た
。
本
町
で

も
行
え
な
い
の
か
。
人

口
も
増
え
る
が
。

Ａ
町
と
し
て
は
「
コ
ロ

ナ
禍
」
の
中
で
支
援
策

を
検
討
実
施
し
た
い
と

思
う
が
、
１
億
５
千
万

円
全
部
見
れ
る
か
と
言

わ
れ
る
と
、
今
は
ま
だ

考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
将
来
に
わ
た
っ
て
可

能
性
を
生
み
出
す
か
が

教
育
費
で
な
い
か
。

Ａ
本
町
へ
の
愛
着
や
定

住
化
に
も
期
待
が
で
き

る
。

脱
炭
素
化
を
目
指
し
た

企
業
の
方
向
性
は

Ｑ
町
内
各
社
の
火
力
発

電
所
の
燃
料
は
。

Ａ
海
外
か
ら
輸
入
し
た

石
炭
で
発
電
を
し
て
い

る
。

Ｑ
自
前
で
発
電
所
を

持
っ
て
い
る
会
社
も
石

炭
を
使
う
の
か
。

Ａ
製
造
過
程
で
出
る
排

熱
利
用
の
発
電
施
設
を

も
っ
て
い
る
工
場
も
あ

る
。

令和２年度の教科書
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一
般
質
問

岩 谷 　 潔（飛翔の会）

Ｑ
企
業
誘
致
を
図
り

税
収
増
を

Ａ
県
と
協
議
を
し
て
い
る

町
道
保
全
管
理

Ｑ
本
町
の
町
道
の
長
さ

は
。

Ａ
平
成
31
年
度
末
で

９
６
４
路
線
、２
３
２・７

㎞
。

Ｑ
新
規
の
道
路
以
外
で

も
、
町
道
に
認
定
す
る

の
か
。

Ａ
県
道
と
町
道
を
結
ぶ

路
線
や
開
発
行
為
に
よ

り
町
に
帰
属
す
る
道
路

が
あ
る
。

Ｑ
構
造
上
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
道
路
で
も

公
益
性
の
高
い
道
路
は

認
定
し
、
改
良
工
事
を

し
て
は
。

Ａ
難
し
い
が
住
民
の
利

便
性
を
考
え
る
と
検
討

課
題
で
あ
る
。

Ｑ
未
舗
装
や
幅
員
４
ｍ

未
満
の
構
造
上
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
町
道

が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
合
併
以
前
か
ら
町
道

と
し
て
認
定
さ
れ
た
も

の
に
は
存
在
す
る
。

Ｑ
幅
員
４
ｍ
未
満
の
町

道
は
基
準
を
満
た
す
よ

う
に
改
良
し
て
い
く
の

か
。

Ａ
現
時
点
で
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

Ｑ
里
道
は
国
の
財
産
か
。

Ａ
町
の
財
産
。

Ｑ
里
道
の
管
理
は
町
が

行
う
の
か
。

Ａ
原
則
、
地
元
住
民
の

管
理
だ
が
、
大
掛
か
り

な
工
事
は
町
が
行
う
場

合
が
あ
る
。

Ｑ
地
域
に
よ
っ
て
は
高

齢
化
が
進
み
管
理
が
で

き
な
い
。
町
が
計
画
的

に
行
っ
て
は
。

Ａ
昨
今
の
事
情
を
考
え

た
う
え
で
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

新
年
度
予
算
編
成

Ｑ
投
資
的
経
費
の
割
合

は
。

Ａ
公
共
施
設
の
更
新
が

あ
り
、
金
額
的
に
は
増

加
す
る
の
で
は
。

Ｑ
投
資
的
経
費
は
町
内

事
業
者
に
は
欠
か
せ
な

い
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
町
内
の
経
済
を
回
し

て
い
く
た
め
に
も
増
や

し
て
は
。

Ａ
起
債
や
国
の
補
助
金

を
有
効
に
活
用
し
一
般

財
源
を
抑
え
て
い
く
。

Ｑ
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
と

し
て
様
々
な
事
業
を

行
っ
た
が
、
来
年
度
の

予
定
は
。

Ａ
今
年
度
23
件
の
対
策

を
出
し
た
。
来
年
度
以

降
の
政
策
は
各
関
係
課

と
協
議
し
、
状
況
を
見

な
が
ら
行
う
。

Ｑ
今
後
、
税
収
を
増
や

す
た
め
に
企
業
誘
致
や

企
業
に
対
し
て
の
支
援

策
は
。

Ａ
奨
励
金
制
度
の
見
直

し
や
企
業
誘
致
の
方
法

も
含
め
て
政
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

Ｑ
周
辺
自
治
体
は
税
の

優
遇
制
度
や
補
助
金
を

出
し
て
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
が
。

Ａ
本
町
に
は
30
㏊
く
ら

い
の
企
業
用
地
が
あ
る
。

今
後
２
０
１
号
バ
イ
パ

ス
沿
線
の
開
発
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

提 

言
都
市
計
画
決
定
が

さ
れ
た
の
は
数
十
年
前
。

時
代
に
あ
っ
た
規
制
や

条
例
に
変
更
し
、
町
の

発
展
を
願
う
。

空港島の企業用地
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一
般
質
問

花 見 文 敏（高志会）

Ｑ
三
大
祭
り
の
活
用
は

Ａ
勉
強
し
て
い
き
た
い

Ｑ
町
が
管
理
し
て
い
る

公
園
の
数
と
、
そ
の
中

で
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
数
は
。

Ａ
町
内
に
１
０
８
、
ト

イ
レ
の
設
置
は
13
。
設

置
率
は
約
12
％
。

Ｑ
近
隣
自
治
体
の
設
置

状
況
は
。

Ａ
行
橋
市
は
４
％
、
北

九
州
市
で
15
％
。

Ｑ
設
置
基
準
は
あ
る
か
。

Ａ
基
準
は
な
い
。

Ｑ
玉
川
公
園
は
子
供
た

ち
や
お
年
寄
り
の
憩
い

の
場
。
ト
イ
レ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

Ａ
苅
田
駅
の
ト
イ
レ
の

利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
ト
イ
レ
設
置
、
維
持

管
理
の
経
費
は
。

Ａ
設
置
に
約
１
４
０
０
万

円
、
維
持
管
理
費
に
年
間

約
10
万
円
。

Ｑ
経
費
を
抑
え
る
た
め

に
、
維
持
管
理
を
地
元

に
委
託
で
き
な
い
か
。

Ａ
衛
生
に
関
わ
る
部
分

な
の
で
考
え
て
な
い
。

Ｑ
玉
川
公
園
は
夕
方
に

は
多
く
の
小
中
学
生
が

遊
ん
で
い
る
。
防
犯
上

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
。

Ａ
設
置
に
つ
い
て
は
研

究
す
る
。
地
域
に
よ
る

防
犯
活
動
も
進
め
て
い

き
た
い
。

苅
田
三
大
祭
り

Ｑ
等
覚
寺
の
松
会
、
苅

田
山
笠
の
、
保
存
・
振
興
・

継
承
の
考
え
は
。

Ａ
神
事
に
関
わ
る
祭
り
、

文
化
の
伝
承
・
振
興
で

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

Ｑ
補
助
金
の
額
は
。

Ａ
山
笠
保
存
振
興
会
に

１
４
０
万
円
、
松
会
保

存
会
に
80
万
円
、
港
ま

つ
り
実
行
委
員
会
に

１
０
０
０
万
円
。

Ｑ
政
教
分
離
で
、
直
接

神
事
等
に
行
政
が
関
わ

れ
な
い
が
、
側
面
か
ら

支
援
や
Ｐ
Ｒ
活
動
等
の

考
え
は
な
い
か
。

Ａ
三
大
祭
り
の
名
称
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹

介
し
て
い
る
。
観
光
の

側
面
か
ら
観
光
協
会
を

通
じ
て
周
知
を
し
て
い

る
。

Ｑ
博
多
山
笠
の
集
団
山

笠
は
行
政
の
行
事
。
苅

田
山
笠
15
日
間
の
１
日

を
行
政
が
地
域
の
活
性

源
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
。

Ａ
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
山
笠
は
、
安
全
面
を

考
え
て
歩
行
者
天
国
に

で
き
な
い
か
。

Ａ
交
通
規
制
等
は
、
山

笠
保
存
振
興
会
が
、
警

察
と
協
議
を
す
る
。
行

政
の
関
わ
り
は
、
勉
強

し
た
い
。

Ｑ
三
大
祭
り
、
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
は
。

Ａ
松
会
と
山
笠
は
、
歴

史
文
化
の
継
承
と
い
う

部
分
で
関
わ
っ
て
い
る

が
、
観
光
振
興
で
は
、

関
わ
っ
て
い
な
い
。

提 

言
全
国
的
に
見
て

も
、
祭
り
に
行
政
が
何

ら
か
の
関
わ
り
を
し
て

い
る
。
伝
統
文
化
、
観

光
資
源
、
地
域
活
性
等
、

ぜ
ひ
本
町
も
三
大
祭
り

を
表
に
出
し
て
、
Ｐ
Ｒ

等
に
役
立
て
る
た
め
真

摯
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

令和元年の苅田山笠
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一
般
質
問

武内幸次郎（大樹会）

Ｑ
本
町
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

Ａ
総
合
計
画
の
実
現

Ｑ
ど
の
よ
う
な
町
を
目

指
し
て
来
た
の
か
、
そ

の
具
体
策
は
。

Ａ
財
政
の
健
全
化
、
防

災
力
の
向
上
、
次
世
代

を
担
う
人
材
育
成
が
挙

げ
ら
れ
る
。

Ｑ
そ
の
他
に
は
。

Ａ
新
た
な
事
業
の
展
開
、

例
え
ば
、
新
た
な
ご
み

処
理
方
針
、
公
共
施
設

の
統
廃
合
を
含
め
た
更

新
計
画
等
。

Ｑ
職
員
と
の
意
思
疎
通

が
図
ら
れ
て
い
る
の
か

疑
問
だ
が
。

Ａ
職
員
の
皆
と
話
す
機

会
は
な
い
が
、
課
長
や

係
長
に
は
個
別
に
指
示

は
し
て
い
る
。
他
の
職

員
と
も
話
す
機
会
を
設

け
た
い
。

Ｑ
目
標
人
口
は
４
万
人

だ
。
与
原
区
画
整
理
事

業
以
外
の
施
策
へ
の
考

え
は
。

Ａ
５
次
計
画
に
向
け
審

議
を
計
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。

提 

言
町
民
に
対
し
夢
を

語
っ
て
頂
き
た
い
。
施

策
次
第
で
実
現
す
る
。

Ｑ
企
業
誘
致
に
向
け
立

地
奨
励
金
が
あ
る
。
商

店
街
活
性
化
支
援
施
策

を
創
設
し
て
は
。

Ａ
苅
田
駅
を
中
心
に
井

場
川
用
地
の
活
用
を
含

め
検
討
中
。

Ｑ
公
共
施
設
を
現
況
の

ま
ま
維
持
し
て
い
く
に

は

予

定

額

よ

り

７
億
５
千
万
円
程
度
不

足
す
る
が
考
え
は
。

Ａ
統
廃
合
、
複
合
化
な

ど
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

Ｑ
役
場
庁
舎
の
更
新
と

し
て
38
億
４
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

数
字
の
根
拠
は
。

Ａ
30
年
に
庁
舎
整
備
方

針
検
討
業
務
の
中
で
出

さ
れ
た
金
額
を
基
に
し

て
い
る
。

Ｑ
組
織
体
制
は
効
率
的

に
集
約
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
現
状
評
価
は
。

Ａ
時
代
の
変
遷
を
受
け

現
体
制
が
で
き
あ
が
っ

て
き
た
。
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
時
代
の
要
請
に

応
え
る
べ
き
体
制
を
考

え
た
い
。

Ｑ
組
織
を
有
効
に
機
能

さ
せ
る
体
制
作
り
が
不

可
欠
だ
。
今
後
目
指
す

べ
き
組
織
は
。

Ａ
町
民
の
付
託
に
応
え

る
べ
き
組
織
を
目
指
す
。

ま
た
、
若
者
が
活
発
に

発
言
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
。

提 

言
町
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
創
造
型
の
組
織
、

ス
ピ
ー
ド
重
視
、
柔
軟

性
の
発
揮
、
責
任
や
役

割
の
明
確
化
な
ど
時
代

に
即
し
た
組
織
機
構
改

革
を
す
る
べ
き
。
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表紙の写真

神ノ島の日の出

あとがき

新年明けましておめでとうございます。
昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症の収束の
見通しが立たない状況が続く中、最前線に立ち続ける
医療・介護従事者の皆様には、敬意と感謝の意を表し
ます。今までの何気ない普通の当たり前の生活が本
当に有難いことだったと思い知らされる日々が続い
ています。議会としても町民の皆様の安心・安全を
守るために前進していく所存です。本年は希望と笑
顔あふれる一年になることを心から祈念いたします。

屏　正隆

議会広報特別委員会

委  員  長 　沖永　義樹
副委員長 　友田　敬而
委　　員 　梶原　弘子
委　　員 　小山　信美
委　　員 　桝谷　忠明
委　　員 　屏　　正隆
委　　員 　村上　智宣
委　　員 　末石　伸二

　

北
九
州
空
港
か
ら
苅
田
町
に
向

か
い
連
絡
橋
を
渡
る
と
き
、
左
に

臨
海
工
業
地
帯
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
近
く
に
神
ノ
島

と
い
う
島
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

神
ノ
島
は
、
宇
佐
島
・
舟
島
と

も
呼
ば
れ
、
臨
海
工
業
地
帯
か
ら

約
４
０
０
ｍ
に
位
置
し
、
東
西
約

７
０
０
ｍ
・
南
北
約
80
ｍ
の
細
長

い
無
人
島
で
す
。
海
浜
埋
め
立
て

以
前
は
東
の
沖
合
に
約
２
㎞
離
れ

て
お
り
、
島
の
西
端
か
ら
砂
洲
が

陸
に
向
か
っ
て
伸
び
、
道み

て中
と
呼

ば
れ
る
参
道
と
し
て
干
潮
時
に
は

徒
歩
で
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
道
中
の
先
に
は
市い
ち
き
の
し
ま

杵
島
姫
之

命
を
祀
る
市
杵
島
神
社
が
鎮
座

し
、
島
内
の
三
つ
に
並
ぶ
丘
陵
は

瀛お
き
つ津
島
・
中
津
島
・

狭さ
よ
り依
島
の
名
称
を
も

ち
宗
像
三
女
神
の
名

に
由
来
し
ま
す
。
現

地
の
案
内
板
「
神
ノ

島
・
市
杵
島
神
社
由

緒
」
に
は
、
市
杵
島

姫
之
命
が
航
海
の
安

全
を
祈
願
す
る
神
様
と
し
て
厚
く

信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
神
ノ
島

が
豊
玉
姫
伝
説
に
関
連
す
る
島
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
幕
末
の
『
豊
前
国
志
』
に
は

市
杵
島
姫
之
命
と
同
一
視
さ
れ
る

弁
財
天
も
祭
ら
れ
て
い
た
こ
と
や

「
嶋
の
周
り
潮
の
干
満
に
て
、
浜

栗
塩
吹
貝
等
多
く
あ
り
」
の
記
述

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
の
『
京
都
郡
誌
』
に

は
「
干
潮
の
時
は
徒
歩
し
て
、
渡

る
こ
と
を
得
、
春
秋
の
候
遊
覧
の

客
少
な
か
ら
ず
」
や
昭
和
時
代
の

『
苅
田
町
誌
』
に
「
四
辺
碧
水
澄

明
に
し
て
風
光
絶
佳
」
の
記
述
が

あ
り
、
当
時
は
全
方
位
を
綺
麗
な

水
に
囲
ま
れ
た
景
色
は
絶
景
で
観

光
客
が
多
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
苅
田
町
に
お
け
る
工
業

は
昭
和
30
年
代
に
海
浜
埋
め
立
て

に
よ
り
苅
田
町
臨
海
工
業
地
帯
が

造
成
さ
れ
日
本
有
数
の
企
業
が
工

場
を
操
業
し
た
こ
と
か
ら
大
き
く

発
展
し
ま
す
。
臨
海
工
業
地
帯
の

発
展
に
合
わ
せ
て
大
型
船
の
航
行

を
可
能
と
す
る
水
深
・
水
域
を
確

保
す
る
た
め
浚
渫
が
進
め
ら
れ
、

現
在
は
神
ノ
島
へ
徒
歩
で
渡
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
船
で
着
岸
す
る

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
元
の
神
ノ
島
組
合
員
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
に
よ
り
定
期
的
に

清
掃
や
参
拝
が
行
わ
れ
、
今
も
神

ノ
島
は
信
仰
の
対
象
で
あ
り
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
杵

島
姫
之
命
は
、
航
海
の
安
全
を
見

守
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

神ノ島
こうのしま

苅田町
歴史探検隊


